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CIMB グループホールディングス（CIMB） 
交通系ICカードのタッチアンドゴーは生活の様々な料金

の支払い・決済に利用されるスーパーアプリとして普及 

フィリップ証券株式会社 

 
マレーシア|銀行| 業績フォロー  

BLOOMBERG CIMB:MK | REUTERS CIMB.KL 

 2019/12 通期は、営業収益が前期比 8.2％増、引当金計上前営業利益

が同 6.4％増、当期利益が同 7.7％増だった。 

 セグメント別の税引き前利益では、消費者向け銀行業務が同 26.3％

減だったものの、商業銀行業務が同 87.1％増と伸びた。 

 交通系 IC カードのタッチアンドゴーは生活の様々な料金の支払い・

決済に利用されるスーパーアプリとして更なる普及が見込まれる。 

What is the news？ 

2/28発表の2019/12通期は、営業収益が前期比8.2％増の177.96億MYR、

引当金計上前営業利益が同6.4％増の82.95億MYR、当期利益が同7.7％増の

50.14億MYRとなった。営業収益の内訳は以下の通り。純金利収益は、純

金利マージン（NIM）が同0.04％ポイント低下の2.46％となったものの貸

出の伸びに支えられ、同6.3％増の126.59億MYR。非金利収益は資本市場

の好転に支えられて同12.9％増の51.37億MYR。費用面では、営業費用が

投資および2023年度までの中期経営計画（フォワード23）関連費用の計

上により同9.8％増の95.01億MYR、経費率（CIR）が同0.08％ポイント悪化

の53.4％、貸倒引当金繰入額が同14.5％増の16.39億MYRとなるなど嵩んだ

ものの、当期利益の増益を確保した。 

貸出残高は前期比6.7％増、預金残高は同2.0％増だった。不良債権に対

する引当金カバレッジ比率が法定準備金を含むベースで同6.7％ポイント

低下の99.6％、GIL（グロスの不良債権比率）が同0.2％ポイント悪化の

3.1％となった。また、セグメント別の税引き前利益は、消費者向け銀行

業務が同26.3％減の19.59億MYRだった一方、商業銀行業務が同87.1％増の

16.09億、ホールセール銀行業務が同5.1％増の19.28億MYR、投資先ベンチ

ャー集団・パートナーシップおよびファンド業務が同22.0％増の11.22億

MYR、イスラム金融業務は同25.6％増の16.41億MYRだった。 

How do we view this？  

2020/12通期の会社計画は、ROE（株主資本利益率）が9.0-9.5％（前期

実績：9.3％）、総貸出残高が前期末比6.0％増（同：6.7％増）、貸倒損

失比率が0.40-0.50％（同：0.44％）、普通株式等Tier1に係る自己資本規制

比率（CET1）が12.0％超（同：12.9％）、経費率が53.4％（同：53.4％）

である。同社はマレーシア国内で首位の電子ウォレット企業であるタッ

チアンドゴー・デジタルを完全子会社化しており、2019/12末の登録ユー

ザー数が前四半期末比26％増の680万人、年当たりアクティブユーザー数

が同10.5％増の420万人と急成長中である。ICカードのタッチアンドゴー

は日本におけるJR東日本のSuicaのように、交通系カードでありながら交

通機関の運賃の支払いにとどまらず様々な料金の支払いなどに広く利用

されており、マレーシアを代表するスーパーアプリとして普及してい

る。2020/12通期の市場予想は、当期利益が同10.0％増の50.17億MYR。 

 

 
業績推移 ※参考レート　1MYR=24.61円

事業年度 2017/12 2018/12 2019/12 2020/12F 2021/12F

当期利益（百万MYR） 4,475 5,583 4,559 5,017 5,441

EPS（MYR） 0.50 0.60 0.47 0.51 0.55

PER（倍） 7.08 5.90 7.53 6.94 6.44

BPS（MYR） 5.23 5.37 5.67 5.99 6.26

PBR（倍） 0.68 0.66 0.62 0.59 0.57

配当（MYR） 0.25 0.25 0.26 0.28 0.30

配当利回り（%） 7.06 7.06 7.34 7.91 8.47

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（MYR） 0.28 （予想はBloomberg）

終値（MYR） 3.54

会社概要

企業データ（2020/3/17)

ベータ値

時価総額（百万MYR）

企業価値=EV（百万MYR）

3ヵ月平均売買代金（百万MYR）

主要株主（2020/3）     （％）

1.カザナ・ナショナル 23.77

2.EMPLOYEES PROVIDENT FUND BOARD 13.87

3.KUMPULAN WANG PERSARAAN 6.59
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64.6

                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）

アナリスト

2020/3/16

1924年に創業したプミプトラ商業銀行が南銀行と合併
し て 誕 生 。 CIMB と は 、 Commercial International

Merchant Bankers（商業国際貿易商銀行）の略である。
マレーシアではメイバンクに次ぐ規模の金融グループで

あり、世界のイスラム金融でもトップクラスのユニバーサ
ルバンクである。

主な業務は、コーポレートバンキング、投資銀行業、リ

テール銀行業、トレジャリー、保険、資産管理などであ
る。2019年12月末現在、約35,000人の従業員と1500万人

以上の顧客を擁し、アセアンのほか中国、香港、インド、
スリランカ、韓国や米国、英国など15ヵ国で展開してい

る。
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見解をお伝えするもので、内容の正確性、完全性を保証するものではありません。投資に関する最終決定は、お客様ご自身
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